



































































































































































































































」または「 教 室 文 庫
クラスルームライブラリー
」
として共同で図書館を運営するというものであった。
イギリスの事例を説明する前に田中は、まず学校図書館の設置の目的を説明している。そこ
には、「在学生徒に面白き書物を読ませて彼等を楽ませるにあるのであるが、それはやがて児童
をして娯楽並に修養に関する書物に親しましめ、さらに彼等が学校を卒へたる後に於て公共図
書館の閲覧者たらしめるものである」(13) としている。つまり、学校図書館は学校教育の課程に
おいて読書に親しむきっかけを作り、将来は公共図書館の利用者となる場所であると述べてい
る。
イギリスにおいて学校図書館は、アメリカより遅れること８年の1884年に設立され、公共図
書館の蔵書を学校図書館に貸し出し、それを学校図書館に所蔵して児童に貸し出したものが始
まりであるとしている。そして、公共図書館から提供される蔵書をいくつかの学校で定期的に
交換し、蔵書を変える工夫を行っている都市もあると述べている。その際、蔵書は公共図書館
から提供されるが、設備費等は学校の負担であるとしている。
このように、イギリスでは公共図書館から図書の提供を受けていることは、アメリカのよう
に資金が潤沢でないことが大きな理由であると田中は指摘している。そして公共図書館から図
書の提供を受けることで、児童にとっては公共図書館の存在意義を確認し、やがて図書館の利
用範囲を広げていくための役割をも果たしていると田中は述べているとしている。
さらにイギリスの児童図書館については、アメリカよりも20年以上前に設立されていたとし
ている。その児童図書館とは、設置される以前にはある一定の年齢に達するまで子どもの図書
館の利用を禁止していたものを撤廃し、児童に貸し出しをはじめ、その後は児童図書館専用の
目録も作成したという流れをもつことを説している。
しかし、イギリスにおける児童図書館の田中の記述は少なく、議論も余り活発ではなく、ア
メリカの児童図書館と同様の活用案などが示されている程度である。
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Ⅱ．学校教育における学校図書館のあり方
前章で、田中の著作『図書館教育』をもとに学校教育と学校図書館の意味を検証した。その
理論の多くは、現代の学校図書館のあり方に合わないものが多い。しかしながら、現代の学校
図書館を検証する過程で基礎となる歴史的な流れを参考にすることは、今後の学校図書館の方
向性を考える上で重要な役割を果たすのではないかと思われる。また、田中が主張した学校教
育のなかで図書館利用の習慣を身に付けさせ、一生涯の学習につなげるという理論は、今日の
生涯学習における図書館の活用につながる意見といえる。そこで、本章ではこの理論に基づき、
学校図書館と公立図書館がどのような役割を果たすことによって生涯学習活動につなげていく
ことができるのかを検証する。
１．学校教育における学校図書館の利用
学校図書館法（昭和28年公布）によると、学校図書館の目的は「学校教育において欠くこと
のできない基礎的な設備であることにかんがみ、その健全な発達を図り、もって学校教育を充
実すること」（第一条）とある。また、第二条によると、学校図書館は「（前略）図書、視覚聴
覚教育の資料その他学校教育に必要な資料を収集し、整理し、及び保存し、これを児童又は生
徒及び教員の利用に供することによって学校の教育課程の展開に寄与するとともに、児童又は
生徒の健全な教育を育成すること」ともある。つまり、学校図書館は学校教育を充実させるた
めに設置された施設であり、その奉仕する対象は児童または生徒、そして教員であるとされて
いる。
学校教育を充実させるための施設であることから、現在では読書をする場所としての活用だ
けではなく、教員の教材研究の場であったり、総合的な学習の時間での調べ学習の場所として
様々な形で活用されている。
このように、様々な利用方法のある学校図書館であるが、実際にどれくらい活用されている
かを示したものが図１である。
図１によると、小学校での利用率は「よく利用する」と「時々利用する」をあわせると50％
以上である。しかし、中学校になるとその利用率は平均で40％を下回り、高等学校では平均で
30％を下回る結果となっている。この結果から、小学校では比較的利用率が高い学校図書館も
中学校、高等学校と教育課程があがると利用率が下がる傾向にあることがわかる。この原因と
しては、資料が古く調べ学習できないことや学校図書館のスペースが狭くくつろげないといっ
た様々なことが考えられる。
利用しなくなる理由をこの図から理解することは難しいが、小学校でこれほどの利用率があ
るにもかかわらず中学校や高等学校での利用率の低下が著しいことは、学年を経るごとに図書
館から生徒の足が遠ざかっているということがいえる。では、学校教育において図書館につい
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て学ぶ機会となり、学校図書館の利用にも関わる図書館利用指導（以下、利用教育）はどのよ
うに展開されているのであろうか。
次に挙げる図２は、学校図書館の利用教育を年間計画として計画しているかについて調査し
た結果である。さらに利用教育の内容を示したものが図３である。
調査結果を分析すると、中学校の割合が低いものの、小学校と高等学校では約60％の学校で
利用教育の計画が立てられており、年次計画として学校図書館の利用について学ぶ機会が与え
られていると考えられる。しかしながら、高等学校では利用教育の計画があるものの、実際は
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図１　学校図書館の利用
出所　「学校読書調査」2003
『データに見る今日の学校図書館　’99～’03 ―学校図書館白書　４』ｐ81より転載
図２　学校図書館利用指導の年間計画
出所　「学校図書館調査」2003
『データに見る今日の学校図書館　’99～’03 ―学校図書館白書　４』ｐ68より転載
学校図書館があまり利用されていないという状況が先の図１から証明されている。
また、図３の結果から学校図書館にある「図書・資料の探し方」や「参考書の使い方」とい
ったソフト面の活用方法を教育のなかに取り込む割合がどの校種でも多い。しかしながら、学
校教育だけでなく公立図書館への利用にもつながると考えられる図書館自体について学ぶ「図
書館の役割」に対する教育が30～60％とばらつきが多い。
資料の活用といったソフト面の教育も必要であるが、図書館の役割といった基本的なことを
学ぶ時間を作ることで、児童、生徒に学校図書館だけでなく公立図書館の利用を促すきっかけ
となり、生涯学習における図書館の関わりが見えてくるのではないだろうか。
以上の結果から、年間計画の時間を確保したうえでさらに利用教育の計画の内容を充実させ、
継続的に学校図書館を利用できるような指導に転換していく必要がある。
このように現在の学校図書館では、学校図書館の利用教育は多くの学校で行われている。し
かし、その教育が児童、生徒の図書館利用につながっているとはいえない。児童、生徒の年齢
があがるごとに利用率が下がっている現状を踏まえると、彼らが卒業した後も公立図書館や大
学図書館を積極的に利用していくとは考えられない。図書館の利用を継続的なものとするため
には、やはり学校教育おける利用教育は重要な役割を担うであろう。それぞれの学校で行う利
用教育が小学校・中学校単位の利用教育にとどまらず、他の学校図書館、さらには公立図書館
の利用教育にもつながる内容にする必要性がある。
このように学校図書館の利用教育を、公立図書館の利用を踏まえた継続的な教育として行う
ことの意義は、田中の述べる理論から導き出せるのではないだろうか。
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図３　利用指導の内容（1998年）
出所　「学校図書館調査」1998
『データに見る今日の学校図書館　’99～’03 ―学校図書館白書　４』ｐ69より転載
２．生涯学習につながる学校図書館の利用
前項で、学校図書館がどれほど利用されているかという現状を明らかにした。本項では、生
涯学習社会のなかで児童、生徒が公立図書館につながる学習を得るために学校図書館は、どの
ような役割を果たしていくべきか検証する。
まず、学校教育において学校図書館の役割は必要不可欠であるが、学校図書館の資料だけで
は学習に十分に対応することができない場合がある。そのようなときに、学校図書館はより多
くの蔵書をもつ公立図書館の利用が必要となってくる。その場合、学校図書館と公立図書館に
よる連携のシステムが確立されていく必要がある。このようなシステムを導入しているところ
としては大阪府箕面市があげられ、学校図書館と公立図書館が連携して所蔵調査・予約・レフ
ァレンスの受付や週一回の配本活動等を行っている。(14)
このシステムを確立するためには、学校図書館が機能しており、専任の司書教諭や司書の理
解があるとともに、学校長の図書館に対する理解が必要である。そして、学校側の理解だけで
はなく、公立図書館側にも支援する態勢が必要になってくる。その場合も、専任の司書が中心
となって事業を展開していく必要がある。人件費といったコストが多くかかると予測されるが、
このようなシステムが確立されれば、学校図書館では補えない図書を児童、生徒に提供するこ
とができ、教育の充実を図ることができる。さらに、公立図書館にある資料は学校図書館で購
入する必要がなくなるため経費の削減にもつながる。また、学校図書館では購入されないよう
なジャンルも公立図書館は多く所蔵しているため、児童、生徒の新たな知的好奇心を目覚めさ
せるきっかけになるのではないだろうか。さらに、学校以外の公立図書館からの資料が届けら
れることで、児童、生徒の目を学校図書館の利用だけではなく、公立図書館の利用にも向ける
ことかできると考えられる。そして、学校図書館は公立図書館との関係だけではなく、博物館、
公民館といった他の社会教育施設とも連携を取っていく窓口としての働きができるシステムを
構築していくべきである。図書館は、図書資料の扱いにとどまらず、実物を扱う博物館との連
携を図ることで、より児童、生徒の学習を効果的に行えると考えられる。
一方で、公立図書館から学校図書館との連携を図っていく方向も今後は必要となってくるで
あろう。具体的には、公立図書館が地域の学校教育のカリキュラムを理解し、それにあった教
材を学校に提供していくということや、読み聞かせ、ブックトークといった事業を学校に赴い
て行うことが考えられる。現在の公立図書館は、学校図書館に対して受身の姿勢のみで約割を
果たそうとしているが、児童、生徒に公立図書館の意味や役割を知ってもらうためには、待つ
姿勢から行動を起こす姿勢が必要になってくると考えられる。このように能動的な役割を果た
していくことで、児童、生徒は図書館の存在を知り、生涯学習時代を迎えた現代社会において
児童、生徒が学校卒業後も図書館を利用する基礎を築くことができると考えられる。
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おわりに
田中は、アメリカの児童図書館やイギリスの学校図書館を事例にあげ、児童の教育における
図書館のあり方を説明した。そのなかで田中の主張したことは、学校教育おいて図書館の利用
を経験することは、卒業後の図書館利用率を高め、読書習慣の基礎を築くことになるというも
のであろう。
この理論は、現代社会の学校教育の環境と密接に関連してくることはない。しかし、この理
論をもとに現在の社会と適応させて考えるならば次のようなことがいえる。
第一に、学校教育において利用教育は、図書館を継続的に利用できるようなものでなければ
ならないということである。これは、学校図書館の利用状況を学校別に調査した「学校図書館
の利用」というグラフの結果から理由を求めることができる。この調査によって小学校では約
６割近くの利用があるのに対して、高等学校では約２割強の利用に落ち込んでいることがわか
った。これにより、図書館の利用教育は学校ごとの利用教育にとどまらず、継続的に利用でき
る教育を行い、生涯学習社会に向けた図書館の利用教育としていく必要がある。また、図書館
の利用教育と初めて出会うことになるであろう小学校における利用教育では、児童、生徒の今
後の図書館利用を形成していく最も重要な時期にあると考えなければならない。
第二に、学校教育において学校図書館の利用教育を活発にすることは、自学自習の基礎を築
く手助けとなり、卒業後の図書館利用につながるのではないかということである。このように
学校卒業後も図書館利用を推進していくためには、児童、生徒に在学中から図書館の有効性を
理解してもらうことが必要であると考える。方法としては、学校図書館と公立図書館が連携し、
学校図書館を通じて公立図書館の蔵書検索やレファレンス、貸し出しサービスを行うことがあ
げられる。このような公立図書館の利用によって、児童、生徒は学校図書館にはない資料が公
立図書館にあることを知り、自らが公立図書館へ足を運び、利用するきっかけになると考えら
れる。さらに公立図書館は、学校図書館からの要求にこたえるだけではなく、学校教育のカリ
キュラムを知り、それに合わせた資料を提供していくことが望まれる。これは週５日制に伴い
土曜日が休日となったことで児童、生徒の利用が少し増える可能性があり、学習に関連する資
料を公立図書館がそろえておくことで、より学習を深めることができるのではないかと考える
からである。また、お話会やブックトークを学校に赴いて行うことで、改めて公立図書館の存
在を児童、生徒に認識してもらうことができると考える。
以上のように、田中の理論をもとに学校教育における学校図書館の役割を今日の状況を踏ま
えて検証した。本稿では、田中の『図書館教育』をもとに理論を展開したが、今後はさらに別
の角度から学校教育における学校図書館の役割を検証していきたい。また、田中の『図書館教
育』には、「社会教育機関としての図書館」について書かれた章があることから、この点につい
ても今後の課題として理論の検証を行いたい。
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〔注〕
(1) 石井敦編『図書館を育てた人々　―日本編Ⅰ』日本図書館協会、1983年、p.84
(2) 田中敬『図書館教育』（『復刻図書館学古典資料集』同文館、1918年、複製版）日本図書館協会、
1978年、岩猿敏生氏の解説文のなかでこのように評価されている
(3) 田中敬『図書館教育』（『復刻図書館学古典資料集』日本図書館協会、1978年、複製版）同文館、
1918年、p.58
(4) 同上、p.58
(5) 本書での学校図書館は、公立図書館の蔵書から貸し出された図書を主に学校が管理するだけの資料
が置かれた場所という認識が強く、現在の学校図書館との意味とは異なる。
(6) 田中敬『図書館教育』（『復刻図書館学古典資料集』日本図書館協会、1978年、複製版）同文館、
1918年、p.78
(7) 同上、p.78
(8) 同上、p.86
(9) 同上、p.105
(10) 同上、p.105
(11) 同上、p.110
(12) 学校図書館法（昭和28年公布）第四条第五項には「他の学校の学校図書館、図書館、博物館、公民
館等と緊密に連絡し、及び協力すること」とあり、他の学校との連携が求められている
(13) 田中敬『図書館教育』（『復刻図書館学古典資料集』日本図書館協会、1978年、複製版）同文館、
1918年、pp.114～115
(14) 白石克己［ほか］編『学校と地域でつくる学びの未来』（シリーズ生涯学習社会における社会教育　第
２巻）ぎょうせい、2001年、pp.262～263
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児童図書館研究会『児童図書館のあゆみ　―児童図書館研究会50年史』教育史料出版会、2004年
澤利政『学びを豊かにする学校図書館』関西学院大学出版会、2004年
佛教大学大学院紀要　第33号（2005年３月）
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（うえみち　はまみ　　教育学研究科生涯教育専攻修士課程修了）
（指導：山田　泰嗣　教授）
2004年10月15日受理
学校教育における学校図書館の役割　（上道葉麻美）
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